
平成２１年度

鳥取県の特別支援教育
－理解と啓発のために－

「皆生養護学校高等部現場実習風景」

県内特別支援学校一覧

電話番号
学校名 障害種別 設置学部 所在地 関係施設

ＦＡＸ番号
680-0151 TEL(0857)23-5441

鳥取盲学校 視覚障害 小･中･高 鳥取市国府町 FAX(0857)23-5442
（専攻科） 宮下 1265 www.torikyo.ed.jp/torimo-s/

県 680-0151 TEL(0857)23-2031
鳥取聾学校 聴覚障害 幼･小･中･高 鳥取市国府町 FAX(0857)27-8606

宮下 1261 www.torikyo.ed.jp/toriro-s/
鳥取聾学校 683-0004 TEL(0859)23-2810
ひまわり分校 〃 幼・小 米子市上福原 FAX(0859)23-2813 県立総合療育センター

七丁目 13-1 jp/toriro-s/himawari/introh_f.html
689-0201 TEL(0857)59-0585 社会福祉法人松の聖母学園

白兎養護学校 知的障害 小･中･高 鳥取市 FAX(0857)59-1237 独立行政法人国立病院機構
（訪問） 伏野 1550-1 www.torikyo.ed.jp/hakuto-s/ 鳥取医療センター

682-0836 TEL(0858)28-3500
倉吉養護学校 知的障害 小･中･高 倉吉市 FAX(0858)28-1144 鳥取県立皆成学園

肢体不自由 （訪問） 長坂新町 1231 www.torikyo.ed.jp/kurayo-s/

立 689-3543 TEL(0859)27-3411
米子養護学校 知的障害 小･中･高 米子市蚊屋 343 FAX(0859)27-3420

www.torikyo.ed.jp/yonagoyo-s/

683-0004 TEL(0859)22-6571
皆生養護学校 肢体不自由 幼･小･中･高 米子市上福原 FAX(0859)38-3485 県立総合療育センター

（訪問） 七丁目 13-4 www.torikyo.ed.jp/kaikeyo-s/

680-0901 TEL(0857)26-3601
鳥取養護学校 病弱身体虚弱 小･中･高 鳥取市江津 260 FAX(0857)27-3207 鳥取県立中央病院

肢体不自由 www.torikyo.ed.jp/toriyo-s/

市 米子市立 683-0006 TEL(0859)33-4775 独立行政法人国立病院機構
立 米子養護学校 病弱身体虚弱 小・中 米子市車尾 FAX(0859)37-2715 米子医療センター

四丁目 17-9 www.torikyo.ed.jp/sibeiyo-s/

国 鳥取大学附属 680-0947 TEL(0857)28-6340
立 特別支援学校 知的障害 小･中･高 鳥取市湖山町西 FAX(0857)28-7078

（専攻科） 二丁目 149 www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/yougo/

鳥取県教育委員会
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小・中学校等の通常の学級に在籍しているＬＤ、

ＡＤＨＤ、高機能自閉症等発達障害の児童生徒に

は、それぞれのつまずきに応じた教育的支援を工夫

し、学習面、行動面、対人関係等の改善等をめざし

た指導・支援を行います。
＜参照＞特別支援教育課ホームページ

「LD、ADHD 高機能自閉症とは」

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものです。

また、特別支援教育は、これまでの障害児教育の対象だけでなく、知的な遅れのない発

達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍するすべての学校において

実施されるものです。

障害があることにより、通常の学級における指導だけではその能力を十分に伸ばすこと

が困難な児童生徒については、一人一人の障害の種類・程度等に応じ、特別な配慮の下

に、「特別支援学校」や小学校・中学校の「特別支援学級」あるいは「通級による指導」

において適切な教育が行われています。

視覚障害教育

保有する視力の最大限の活用とともに、触覚や

聴覚など視覚に代わる感覚を活用し、予測と確か

めの力の育成を中心にした指導を行います。

聴覚障害教育

保有する聴覚や視覚からの情報の活用により、

言語概念の形成、言語受容・表出に関する能力の

育成を中心にした指導を行います。

知的障害教育

日常生活や社会生活の技能や習慣を身につけ

るなど、望ましい社会参加のための知識、技能及

び態度を養うことを中心にした指導を行います。

肢体不自由教育

工夫された施設設備や教材・補助具を活用し、

身体の動きの改善やコミュニケーションの育成

を中心とした指導を行います。

病弱・身体虚弱教育

医療機関と緊密な連携を図りながら、身体面

及びメンタル面の健康維持を中心とした指導を

行います。

言語障害教育

発音が不明瞭、また話し言葉によるコミュニケー

ションが円滑でない状態にある児童生徒には、自由

な遊びや会話等を通して正しい発音や話す方法の

習得を中心とした指導を行います。

情緒障害教育

自閉症等の児童生徒には言語の理解と使用や場

に応じた適切な行動等ができるようにするための

指導を行います。また、心因性の選択性かん黙など

のある児童生徒には安心できる雰囲気の中で情緒

の安定を図るための指導を行います。

ＬＤ等の支援

特別支援教育がめざすもの１

一人一人の教育的ニーズに対応するために２
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※通級指導教室のある学校

※院内学級のある学校

＜東 部＞ ＜中 部＞ ＜西 部＞

鳥取市立病院内

鳥取市立美保南小学校

鳥取市立南中学校

県立厚生病院内

倉吉市立上灘小学校

倉吉市立東中学校

鳥取大学医学部附属病院内

米子市立就将小学校

米子市立湊山中学校

＜東 部＞ ＜中 部＞ ＜西 部＞

鳥取市立久松小学校（言語障害）

鳥取市立日進小学校（Ｌ Ｄ 等）

鳥取市立賀露小学校（言語障害）

鳥取市立湖山小学校（Ｌ Ｄ 等）

八頭町立郡家西小学校（Ｌ Ｄ 等）

県 立 鳥 取 聾 学 校（難 聴）

倉吉市立明倫小学校（Ｌ Ｄ 等）

倉吉市立上灘小学校（言語障害）

湯梨浜町立羽合小学校（Ｌ Ｄ 等）

三 朝 町 立 西 小 学 校（Ｌ Ｄ 等）

北栄町立大栄小学校（言語障害）

県立鳥取聾学校さんさん教室

※倉吉市立上灘小学校内 （難 聴）

県立倉吉養護学校発達障害教育拠点

「レインボー」（自 閉 症）

米子市立明道小学校（Ｌ Ｄ 等）

米子市立啓成小学校

（言語障害・ＬＤ等）

米子市立住吉小学校（Ｌ Ｄ 等）

境港市立余子小学校（言語障害）

境 港 市 立 境 小 学 校（Ｌ Ｄ 等）

大山町立名和小学校（Ｌ Ｄ 等）

県立鳥取聾学校ひまわり分校

（難 聴）

障害の比較的軽い児童生徒に、障害の状態
等に即した指導を行うために、必要に応じて
特別に編成された少人数の学級です。
＜対象となる障害種＞

知的障害 肢体不自由
身体虚弱 弱視
難聴 言語障害
自閉症・情緒障害

※病弱(院内)学級

疾患等により医療施設に入院してい
る児童生徒が、その入院期間中、病気
の状態に応じ、退院後の学校生活に適
応できるように各教科の指導や健康状
態の回復・改善を図る指導を行ってい
ます。

通常の学級に在籍している障害の軽い児
童生徒を対象に、ほとんどの授業を通常の学
級で受けながら、障害の状態等に応じて特別
の指導を受ける教育形態です。

通級による指導を行う場として「通級指導
教室」を設置しています。

ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等、特別な
教育的ニーズを有する児童生徒に支援を行い
ます。

通級による指導は

通常の学級では

特別支援学級は

障害の比較的重い幼児児童生徒のための学校で
す。小学部、中学部、高等部があり、学校によって
は、幼稚部や専攻科もあります。

それぞれ、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校
に準ずる教育を行うとともに、障害による学習上又
は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な
知識技能を養うことを目的とした教育が行われて
います。

＜対象となる障害種＞
視覚障害
聴覚障害
知的障害
肢体不自由
病弱（身体虚弱を含む）

※訪問教育
障害が重いため、通学することが著しく困難な

児童生徒について、可能な限り教育を受ける機会
を提供するために、特別支援学校から教員を家庭
などに派遣して、指導を行う教育形態を行ってい
る学校もあります。

特別支援学校は
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●特別支援学校の教育相談
県内の特別支援学校では、地域における障害のある乳幼児や児童生徒の保護者、教員に対して

教育相談を行っています。

月曜日から金曜日まで電話やファクシミリ、来校による相談や面談、学校見学等に随時応じて

います。幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校等へ出かけて直接相談に応じる訪問相談も

していますので、気軽にご相談ください。

※特別支援学校の相談窓口

学 校 名 障害種別
特別支援教育

コーディネーター
電 話

県立鳥取盲学校 視 覚 障 害 岡部 道隆 ０８５７－２３－５４４１

県立鳥取聾学校 聴 覚 障 害 窪田 礼子 ０８５７－２３－２０３１

県立鳥取養護学校 病弱・身体虚弱、肢体不自由 坪井 弥生 ０８５７－２６－３６０１

県立白兎養護学校 知 的 障 害 半田 美輪 ０８５７－５９－０５８５

県立倉吉養護学校 知 的 障 害 佐伯志保子 ０８５８－２８－３５００

県立皆生養護学校 肢 体 不 自 由 渡部真里子 ０８５９－２２－６５７１

県立米子養護学校 知 的 障 害 勝部 百合 ０８５９－２７－３４１１

学 校 名 障害種別 教育相談担当 電 話

米子市立米子養護学校 病弱・身体虚弱
徳永 優子

山﨑 実
０８５９－３３－４７７５

鳥大附属特別支援学校 知 的 障 害 今岡 雅子 ０８５７－２８－６３４０

●ＬＤ等専門員による教育相談
（巡回相談） 担当区域のＬＤ等専門員が小学校、中学校を計画的に訪問しています。

（依頼による相談活動）

担当区域内の幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校等からの要請に応じ、ＬＤ、ＡＤ

ＨＤ、高機能自閉症等の幼児児童生徒及びその指導に携わる教員や保護者を対象に相談活動を

行っています。

各園や各学校、ＰＴＡ等の研修会にも講師として出かけますので、気軽にご相談ください。

（相談の申込み方法）

電話で申し込んでください。受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。

相談担当区域 ＬＤ等専門員 所 属 電 話 番 号

鳥取市気高町・鹿野町・青谷町 加藤 典子 県 教 育 セ ン タ ー ０８５７－２８－９８８２

鳥取市用瀬町・佐治町 綾女 京子 特 別 支 援 教 育 課 ０８５７－２６－７５９８

金田 徹子 鳥取市立岩倉小学校 ０８０－１９３７－２２０８
上記以外の鳥取市

田渕 伸子 鳥取市立北中学校 ０８０－１９３７－２２０９

岩美郡、八頭郡 中林 康与 東 部 教 育 局 ０９０－５３７３―６５３８

関金町以外の倉吉市 中島 康太 県立倉吉養護学校 ０９０－８９９８－９３０５

倉吉市関金町、三朝町 小木佐智子 中 部 教 育 局 ０８５８－２３－９２５０

湯梨浜町、北栄町、琴浦町 園 まゆみ 東 伯 中 学 校 ０８０－１９３７－２２１０

髙辻 修治 米子市立東山中学校
米子市、日吉津村

山本 晶子 米子市立明道小学校

０８５９－２３－５４３２

（米子市教育委員会学校教育課）

境港市、南部町、大山町 山下 雅子 西 部 教 育 局 ０８５９－３１－５０９３

伯耆町、日南町、日野町、江府町 高橋千恵子 日南町立日南小学校 ０８０－１９３７－２２１３

教育相談について３
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●県教育センター
（専門指導員による教育相談） 発達が気がかりな幼児児童生徒についての相談を、専門の

指導員が継続して支援しています。

＊ 来所相談：午前9時 ～午後５時

＊ 電話相談：午前８時３0分～午後８時 〈専用電話 ０８５７-３１-３９５６〉

＊ 訪問相談にも応じています。

（教育相談会） 発達の遅れや障害、就学に関すること等について県内３箇所（東部・中部・

西部）で、月１回程度小児科、精神科の専門医、特別支援学校の先生が相談に応じてい

ます。

市町村教育委員会では、障害のある幼児児童生徒の就学について就学相談を行っています。

一人一人の発達や障害の状態に応じて、持っている力を十分に伸ばすためには、どのような教

育が必要か、最も適切な教育はどこで受けられるのか等について相談してください。

その上で、市町村教育委員会は、教育学、医学、心理学等の専門的知識を有する者の意見を聴

くとともに、保護者の意見も聴くことにより、適正に就学先を決定します。

なお、疾病の治療又は生命・健康の維持のため療育に専念することを必要とし、教育を受ける

ことが困難又は不可能な幼児児童生徒については、保護者の願い出により就学義務が猶予又は免

除されます。

（１）学校が決まるまで －就学手続きの流れ－

特
別
支
援
学
校

※

小
・
中
学
校

時
期

10月1日 10月31日 11月30日（4月前）が

（５月前） 12月31日までの間に

※学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）

（２）就学奨励事業
特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に就学して

的負担を軽減し、就学を奨励するために、その負担能力の程

学費、給食費、修学旅行費、校外学習費、学用品等）が支

第
22
条
の
３
に
該
当
す
る

学齢簿の作成

市町村教委

就学時の健康診断

市町村教委
第
22
条
の
３
に
該
当
し
な
い

特別支援学校へ

の就学を適当と

する通知

都道府県教委へ

場

入学期日及び学校

指定の通知

保 護 者 へ

上記の相談は鳥取県教育センター教育相談課に直接お申し込みください。

〒680-0941 鳥取市湖山町北５丁目２０１ ＴＥＬ：０８５７－２８－２３２２

e-mail：soudan@kyoiku-c.torikyo.ed.jp ＦＡＸ：０８５７－２８－８５１３

就学について４
市町村教委

を

で

情

る

都道府県教委

入学期日及び学校

指定の通知

保 護 者 へ
小・中学校におい

て適切な教育

受けることが

きる特別の事

があると認め
実

合（認定就学）
原則 12月31日

施することが可能 （3月前）

いる幼児児童生徒の保護

度に応じて就学に必要

給されています。

市町村教委
な

1月31日

（2月前）

者等の経済

諸経費（通

市町村教委

mailto:soudan@kyoiku-c.torikyo.ed.jp


専攻科

本校 分校 計 本校 分校 訪問 本校 訪問 本校 訪問

－ － － 4 － － 4 － 8 － 4
(2) (1) (0)

5 4 9 6 8 ー 5 － 8 － －
(0) (0) (0) (2) (2) (1) (1)

白兎養護学校 － － － 28 － 5 56 2 94 3 －
(18) (5) (28) (2) (20) (3)

米子養護学校 － － － 45 － － 53 － 109 － －
(24) (20) (22)

鳥大附属
特別支援学校

－ － － 13 － － 16 － 24 － 6

－ － － 33 － 0 33 36 0 36 52 0 52 － 121
(20) (20) 40 (13) (13) 40 (15) (15) 57 (48) 137

－ － 7 － 0 7 (27) 4 0 4 (17) 5 0 5 (17) － 16 (61)

(7) (7) (4) (4) (2) (2) (13)

皆生養護学校 5 － 5 27 － 2 11 4 17 1 －
(5) (5) (26) (2) (10) (4) (12) (1)

－ － － 21 － － 21 7 － 7 11 － 11 － 39
(21) (21) 23 (7) (7) 13 (11) (11) 24 (39) 60

－ － 2 － － 2 (21) 6 － 6 (7) 13 － 13 (11) － 21 (39)
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

市立米子養護学校 － － － 4 － － 21 － － － －

10

(87) (311)

鳥取盲学校

鳥取聾学校

(28) (14) (13) (60)

(24) (20)
知
的
障
害

倉吉養護学校

肢
体
不
自
由

鳥取養護学校

病
弱

(22) (66)

(6)

視覚
障害

聴覚
障害

(23) (30) (23) (76)

36

343 797

(2) (1) (0) (3)

(4) (1) (1)

14 205 225合 計
(5) (129) (90)

4 21 － 25

29 15 18 67

13 16 24 59

33 58 97 188

45 53 109 207

計

特
別
支
援
学
校

4 4 6 18

14 5 8

区分 学校名

幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 数

幼稚部 小学部 中学部 高等部 計

計 計

障害のある児童生徒等の就学状況

中学校

268人

専攻科 10人

高等部

343人

中学部

225人

小学部

205人

幼稚部 14人

小学校

612人

特別支援学級

880人特別支援学校

797人

平成２１年５月１日現在、特別支援学

校９校で７９７人の幼児児童生徒が教育

を受けています。

また、小・中学校の特別支援学級では、

８８０人の児童生徒が教育を受けていま

す。

（１）特別支援学校の現況

鳥取県の特別支援教育の現況5

平成２１年５月１日現在

平成２１年５月１日現在

総数

１，６７７人
- 5 -

※（ ）内の数字は重複障害のある児童生
徒数を内数で表
している。
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福祉就労
44人

生活介護
22人

就職
35人

在宅,
11人

進学
12人

その他
1人

343

112
157

221
238

315

33
34

75
57

79
93

22
21

86 98

0

100

200

300

400

500

600

700

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ H１７

(人)

小学校

中学校

高等学校

幼稚園・保育所

（２）特別支援学級の現況

●特別支援学級を設置する学校数、特別支援学級及び在籍者数

（平成２１年５月１日現在）

設置学校数 設置学級数 児童生徒数
区 分

小学校 中学校 計 小学校 中学校 計 小学校 中学校 計

知 的 障 害 １０７ ５２ １５９ １０９ ５３ １６２ ２８９ １３９ ４２８

難 聴 １１ ３ １４ １１ ３ １４ １１ ３ １４

言 語 障 害 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

自閉症・情緒障害 １１１ ４１ １５２ １１６ ４５ １６０ ２７９ １１８ ３９７

病 弱 ・ 身 体 虚 弱 ４ ３ ７ ４ ３ ７ ９ ５ １４

肢 体 不 自 由 ２１ ３ ２４ ２１ ３ ２４ ２３ ３ ２６

弱 視 １ ０ １ １ ０ １ １ ０ １

計 ２５５ １０２ ３５７ ２６２ １０７ ３６８ ６１２ ２６８ ８８０

（設置学校数の合計は延べ数）

（３）進路状況

●特別支援学校 ●中学校特別支援学級
（平成２１年３月高等部、専攻科卒業者） （平成２１年３月卒業者）

（４）発達障害のある児童生徒数

※ 医師により、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高

機能自閉症、アスペルガー症候群と

診断されている児童生徒のうち、学

校が把握している児童生徒の数を

表しています。

合計

１２５人 合計
６４人

その他

４人

高等学校

１９人

特別支援学校

４０人

専修学校

１人
88

628

557

443

132

241

211

63

71

27

91

52

H１８ Ｈ１９ H２０ (年度)

（平成２０年９月１日現在）
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身体障害や知的障害のある児童、発達に不安のある児童とそのご家族が、よりよい日常生活
や社会生活を送るために、さまざまな援助を行っています。 ※［ ］･･･実施機関・相談窓口

相談・指導 健康相談指導（育児相談、育児教室、訪問指導）［保健所・市町村］
発達支援を中心とした乳幼児発達健康教室も実施しています。
障害の判定、相談・指導等を行います。［児童相談所］

乳児健診、1 歳６か月健診、3 歳児健診、５歳児健診（発達相談）等 ［市町村］
必要に応じて精密検査（医療機関）や、乳幼児発達健康診査［保健所］を行います。乳幼児健診等

在 宅 福 祉 施 策

障害児等地域療育支援事業
身近な地域での療育相談・アドバイスを専門スタッフが行います。
地域療育担当支援員が、広域的、専門的な相談・支援や、在宅福祉サービス等の利用の企画、調整を行います。

日中一時支援事業［市町村］
特別支援学校終了後や長期休業期間等に、障害児（者）を一時的にお預かりし、介護する家族の負担を軽減します。

放課後児童クラブ設置促進事業［市町村］

昼間保護者のいない小学校低学年児童や幼稚園児を、放課後に保育します。
重症心身障害児（者）通園事業 ［児童相談所、(独)鳥取医療センター：鳥取市、県立総合療育センター：米子市］
各種相談事業［児童相談所］各種相談等を受け付けています。

介護給付費制度 ホームヘルプサービス、児童デイサービス、ショートステイ［市町村］
市町村窓口に申請し、各種サービスを利用します。

障害児・者在宅生活支援事業

● 施設入所障害児・者在宅生活支援事業
施設に入所している方、地域移行に向けての一時帰宅を行う入院者等が、盆や正月などに一時帰宅した際のホーム
ヘルプサービスの利用に対して助成します。

● 発達障害児・者在宅生活支援事業
知的障害のない自閉症等の発達障害児・者のホームヘルプサービス等の利用に対して助成します。

● 要医療障害児・者在宅生活支援事業

経管栄養等の医療行為を必要とする障害児・者が家庭外の活動場所に看護師を派遣するための経費を助成します。
● 重度身体障害者等在宅生活支援事業

神経・筋疾患・痙直型四肢麻痺等の障害児・者の排痰補助装置の貸与に要する経費を助成します。

医療・補装具等の給付

特 別 医 療 費 助 成［市町村］ 重度障害児（者）・ひとり親家庭、乳幼児等の医療費を助成します。
自立支援医療の給付［保健所・市・市町村］ 障害の除去・軽減のための医療制度です。
補装具の交付・修理［市町村］ 眼鏡、補聴器、義肢等身体上の障害を補う用具を交付します。
日常生活用具の給付［市町村］ 重度障害児の日常生活を支援する用具を給付します。

障 害 児 保 育
保育サービス多様化促進事業［市町村］
障害のある児童を保育する保育所に職員を配置します。

疾病・障害の早期発見

施 設 福 祉 サ ー ビ ス
知 的 障 害 児 施 設（県立皆成学園：倉吉市、松の聖母学園：鳥取市）
知 的 障 害 児 通 園 施 設（鳥取市立若草学園：鳥取市、米子市立あかしや：米子市）
肢 体 不 自 由 児 施 設（県立総合療育センター：米子市）

肢 体 不 自 由 児 通 園 施 設（県立鳥取療育園：鳥取市、県立中部療育園：倉吉市、県立総合療育センター：米子市）
重 症 心 身 障 害 児 施 設（(独)鳥取医療センター：鳥取市、県立総合療育センター（児のみ）：米子市）
県 外 障 害 児 施 設（松江療育園等）

そ の 他 の 施 策

施設への入所・通園について、児童相談所が支給決定します。

本人や家族の負担軽減や生活の安定のために、手当等の制度があります。

特 別 児 童 扶 養 手 当［県・市町村］障害児の保護者または養育者に支給します。
障 害 児 福 祉 手 当［県 ・ 市］重度の障害があり、日常生活に常時の介護を要する在宅の児童に支給します。
心身障害者扶養共済制度［県・市町村］加入している保護者等が死亡した場合などに障害児（者）に年金を支給します。

○ 在宅の障害児
東部：鳥取療育園 ０８５７－２９－８８８９ 鳥取市立若草学園 ０８５７－２８－１２３３
中部：皆 成 学 園 ０８５８－２２－７１８８ 中 部 療 育 園 ０８５８－２２－７１９１

自閉症・発達障害支援センター「エール」 ０８５８－２２－７２０８
西部：総合療育センター ０８５９－３８－２１５５ 米子市立あかしや ０８５９－２９－２５８５

○ 児童に関する総合相談
福祉相談センター ０８５７－２３－１０３１ 倉吉児童相談所 ０８５８－２３－１１４１
米子児童相談所 ０８５９－３３－１４７１

障害のある児童に関する相談先

疾病や障害を早期に発見し、必要なアドバイスを行います。

在宅福祉サービス 在宅の障害児等に、さまざまな福祉サービスの提供や医療面での支援を行います。

障害児福祉保健施策の情報6


